
日本生体磁気学会会則役員選出に関する施行細則  

改正案 

 

第１章 総則 

 

（適用） 

第１条 日本生体磁気学会の会則第４章「役員」および第５章「会議」の施行細則を次

の通り定める。 

 

第２章 評議員の選出 

 

（評議員選出の被選挙権、選挙権） 

第２条 会則第１０条２項、第１９条の定めるところにより、評議員は、正会員の中か

ら正会員が選出する。 

 

（評議員候補者の年齢制限） 

第３条 評議員候補者には年齢制限をもうける。 

２ 改選当該年の４月１日の年齢が満７０歳に達したものは、候補となることがで

きない。 

 

（評議員の定数） 

第４条 会則第１７条３項の評議員の定数は、改選当該年の前年の理事会にて決定し、

評議員会に報告する。 

 

（評議員の構成） 

第５条 評議員は、留任評議員と新規選出評議員によって構成する。 

 

（留任評議員候補者の確定） 

第６条 第７章に定める選挙管理委員会は、改選当該年の１月末日までに、現評議員の

うち、留任評議員となる候補者を確定する。 

２． 前項の確定には、第３条の年齢制限の他に、会則第２８条による退任、および

評議員本人の希望によるものとする。 

３． 前項に規定する評議員本人よりの希望聴取は、改選当該年の前年の１２月末日

までに行う。 

 



（新規選出評議員候補者の募集） 

第７条 選挙管理委員会は、改選当該年の前年の１２月末日までに、自薦、他薦による

新規選出評議員の候補者を募集する。 

 

（新規選出評議員の定数） 

第８条 第４条によって定めた定数より、第６条によって定められた留任評議員候補者

の総数を減じた数を、新規選出評議員の定数とする。 

 

（評議員候補者の通達） 

第９条 選挙管理委員会は、第６条によって定めた留任評議員候補者名、第７条によっ

て定めた新規選出評議員の候補者名、ならびに第８条によって定められた新規選出評

議員数を、改選当該年の１月末日までに、正会員に通達する。    

 

（評議員候補者に対しての投票） 

第１０条 正会員は、留任候補評議員についての信任投票、ならびに新規選出評議

員の候補者の中から３名の選抜投票をする。 

２．  投票は無記名とし、２月末日までを受付期間とする。 

 

（評議員選出の開票） 

第１１条 選挙管理委員会のもと、開票を行う。 

２．  留任候補評議員についての信任投票は、過半数の信任をもって選任とする。 

３． 新規選出評議員については、得票数上位より、新規選出数の評議員を選定する。 

４．  得票数最下位者が同得票により改選数を上回る場合は、３ 名超過まではすべ

て選任とする。 

５．  超過が４名以上になる場合は、３名以内になるまで最下位の同得票者による決

戦投票を行う。 

 

（評議員選出結果の報告） 

第１２条 選挙管理委員会は、第１１条の開票結果を候補者ならびに会員に報告す

る。 

２．  前項の報告は、改選当該年の３月末日までに行う。 

 

（選出された評議員に対しての会議出席要請） 

第１３条  理事長は、第１１条における選出評議員に、改選当該年の学会大会期間

中の評議員会への出席を依頼する。 



 

第３章 理事の選出 

 

（理事の定数の決定） 

第１４条 改選当該年の前年の学会大会期間中に開催される理事会において、会則

第１７条１項に定める次期理事の員数を決定する。この理事数には、理事長、副理事

長も含む。 

２．  理事長は、評議員会において、前項により理事会決定された次期の理事の員数

を報告する。 

 

（選出評議員による理事の相互選挙） 

第１５条 第１１条における選出評議員の相互選挙により、第１４条の員数の理事

を選出する。 

２ 前項の選出にあたっては、選挙管理委員会が監督する。 

３ 選出評議員による ５名連記による無記名投票をおこなう。  

 

（理事選出投票の開票） 

第１６条 開票は、選挙管理委員会が行う。 

２ 上位得票者より第１４条により定められた員数分を選出する。 

３ 得票数最下位に同票があり員数を超過する場合は、定員になるまで最下位の同

得票者による決戦投票を行う。 

 

（理事選出結果の報告） 

第１７条 選挙管理委員会は、第１６条の開票結果を選出評議員ならびに会員に報

告する。 

２ 前項の報告は、改選当該年の４月末日までに行う。 

 

（選出された理事に対しての会議出席要請） 

第１８条  理事長は、第１６条における選出理事に、改選当該年の学会大会期間中

の理事会の前に開かれる会議への出席を依頼する。 

 

第４章 監事の選出 

 

（監事候補の選出） 

第１９条 改選当該年の学会大会時に開かれる理事会において、会則第１７条第１



項第２号に示された人数の監事の候補者を選出する。 

２ 前項の候補者は、第１６条における選出理事を除いた正会員もしくは名誉会員

より選出する。 

 

（監事の承認） 

第２０条 改選当該年の学会大会時に開かれる評議員会において、第１９条により提

案された監事候補者を承認する。 

 

第５章 理事長及び副理事長の選出 

 

（理事長の選出及び報告） 

第２１条 第１８条にある会議において、選出された理事の互選によって、新理事

長を選出する。 

２ 前項の会議には、改選当該年までの任期の監事も同席する。 

３ 選出された理事は、改選当該年の学会大会期間中の評議員会において、新理事

長を報告する。 

 

（副理事長の任命） 

第２２条 理事長は理事の中から副理事長（１または２名）を任命する。 

２ 理事長は副理事長を任命した場合は、評議員会に報告する。 

 

第６章 役員の任期及び欠員補充 

 

（選出役員の任期） 

第２３条 第１１条の選出評議員の任期は、改選当該年の学会大会の際におこなわ

れる評議員会の開始より始まるものとする。 

２ 第１６条の選出理事の任期は、改選当該年の学会大会の終了直後より始まるも

のとする。 

３ 第２０条の選出監事の任期は、改選当該年の学会大会の終了直後より始まるも

のとする。 

 

 

（役員欠員時の扱い） 

第２４条 会則第３０条による欠員理事の補充は、第１５条および第１６条の規定

にかかわらず、理事会の議決により行う。 



２ 会則第３１条による欠員監事の補充は、第１９条および第２０条の規定にかか

わらず、理事会の議決により行う。 

 

 

第７章 選挙管理委員会 

 

（選挙管理委員会の設置） 

第２５条 本細則の実施のため、選挙管理委員会を設置する。 

２ 前項の委員会委員は、改選当該年前年の理事会において、監事以外の正会員も

しくは名誉会員の中から３人を選任し、評議員会の承認を得る。 

３ 委員の任期は、改選当該年の学会大会の終了時点までとする。 

 

第８章 改廃 

 

（改廃） 

第２６条  本施行細則の改正は、理事会において行う。 

 

附則 

１。 本施行細則は、平成２０年６月１２日より発効する。 

２。 本施行細則は、平成２４年６月１日より運用する。 

３。 本施行細則は、令和２年８月５日より運用する。 

４。 本施行細則は、令和５年８月２９日より運用する。 

 

以上 

 


